
【様式２】｢キャリア教育推進プロジェクト｣実績報告書 

｢キャリア教育推進プロジェクト｣ 

～１０年間学ぶ意欲を持続させるために～ 

 

１ 学校名（児童生徒数 教職員数） 

   神栖市立神栖第二中学校（生徒数 ５７７名  教員数 ４９名） 

 

２ 児童生徒に身に付けさせたい力（育てたい力）（◎は重点とする力）  

 ◎ 自分のよさや可能性と職業や学習を結び付け、夢や目標の実現のために行動する力 

（生き方を見いだす力：キャリアプランニング能力） 

 ○ 様々な人の考えや立場を理解し、自分から役割を見つけ、他者と協力・協働し、社会を形成しようとする力 

（人と関わり社会を創る力：人間関係形成・社会形成能力） 

○ 自分のよさや可能性を理解し、不得意なことや苦手なことでも、自ら進んで取り組む力                                                 

（自分を見つめる力：自己理解・自己管理能力） 

○ 自ら課題を発見・設定し、計画を立て見通しをもって自主的に解決する力 

（困難を乗り越える力：課題対応能力） 

 

３ プロジェクト名 

   『未来につなごう ～Link  to  the  future～』 

 

４ プロジェクト内容  

 ○ 本校全体目標である「自分のよさや可能性と職業や学習を結び付け、夢や目標に向かって日々を楽しめる生

徒の育成」のため、特別活動・各教科等とキャリア教育との関連を意識するとともに、キャリア教育の視点と

身に付けさせたい力の「意識化・見える化」を図り、キャリア教育を充実させる。 

 ○ 「～１０年間学ぶ意欲を持続するために～」のテーマのもと、特に小中校種間での連携を重視して、キャリ

ア教育を実践する。 

 ○ 保護者や地域に向け、学校の取組や生徒の様子を発信し、キャリア教育についての理解を深め、それぞれの

連携・協働体制の確立を図る。 

 

５ 実施時期 

   令和３年４月～令和４年３月（通年） 

    

６ 概要 

 ○キャリア発達を支援するという視点でそれぞれの教育活動をキャリア教育に「つなぐ」意識を高めるため、教

科領域等の特性でキャリア教育と関連の深い単元・題材を洗い出した。それを基に独自の年間指導計画を作成

し、指導の工夫・改善を図ることにつながった。 

 ○授業において、見通しをもったり振り返ったりすることで、授業での学びを将来の生活や社会に関連付けられ

るようにした。この活動を通して、現在の学びと実社会とのつながりを意識し、学ぶ意義を考える機会とする

ことができた。 

 ○キャリア通信やキャリア・パスポートを通して、保護者と教員が情報を共有し、連携を図った。保護者の理解・

協力を得ながら生徒の成長を共に励ますことにつながった。 

 

７ 身に付けたい力（育てたい力）の具体的な様子 

 ・【生き方を見いだす力】の意識調査４段階評価（４ 満足・３ やや満足・２ やや不満・１ 不満）の４・   

  ３の合計が約８２％であり、目標数値に達した。２学年では、企業体験を通して、働くことの意義を考えたり、

今の自分の学びが将来にどのようにつながるのかをより具体的にイメージしたりすることにつながり、理想と

する自分像を実現するために必要不可欠であるということを実感する記述が顕著に見られた。 

 ・【人と関わり社会を創る力・自分を見つめる力・困難を乗り越える力】については、１月末のアンケートから達

成感を感じている割合が学年始めと比べ増加した。また、キャリア・パスポートの振り返りの記述より、学校

行事や、委員会・係活動などの振り返りから、自己の役割を理解し、課題解決のために見通しをもち取り組む

ことが増えたことに併せ、自己有用感や自尊感情の高まりが感じられた。 

 

 



８ 成果 

 ・コロナ禍で様々な行事や計画が変更を余儀なくされたが、「コロナ禍でもできること」、「コロナ禍だからできる

こと」という視点で見直し、生徒主体で創造性を発揮し実現のために取り組むことができた。そして、これら

の活動を通して自主的・実践的な態度を身に付け、自己有用感をもったり、自尊感情を高めたりすることがで

きた。 

 ・キャリア・パスポートを活用することで、自分を見つめ直す機会となり、見通しをもち目標を設定し、学習や

活動に取り組むことができた。また、教師、保護者からのメッセージにより自己肯定感・自己有用感を培うだ

けでなく、相互で生徒の成長を共有することにつながった。 

  

９ 課題 

 ・【生き方を見いだす力】を育てていくために、体験活動を行うことに併せ、「自分の描く理想像」をより鮮明に

イメージさせ、身近なキャリアモデルを含めゲストティーチャ―の話を聞いたり、生徒がより具体的に「働く

ことはどういうことか」を実感したりする機会の設定が必要である。また、地域や外部機関との連携を図り、

キャリア教育を推進する仕組みを積極的に取り入れ実践していく。 

・「学ぶこと」と「働くこと」の関連性をより実感させ、学びに向かう力を育むための具体的な手立ての工夫・改

善を検討していく。 

・小中校種間で相互の取組の理解を深める機会・場の設定、子供の学習・活動の記録を引き継ぐ校種間での連携

システムをつくり、小中９年間の継続的・発展的な取組みにより、身に付けたい力の向上を目指す。 

 ・今年度の生徒の実態・変容を受けて、次年度のキャリア教育全体計画やキャリア・パスポートの内容の検討、

修正を図り、全職員で共有する。 

 

１０ 次年度に向けて 

 ・今年度のキャリア教育の取組における成果と課題等について全職員で共通理解を図り、次年度に向けての準備

にあたりたい。 

 

 


